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【緒 言】要介護の原因疾患の主要なものは脳血

管障害,認 知症,お よび老衰である。それぞれメ

カニズムは異なるものの,結 果として筋肉量の低

下 を招 くことか ら,要 介護高齢者では摂食嚥下障

害の病態に類似性が見られるのではないかとの仮

説を立てた。本研究は要介護高齢者の摂食嚥下障

害の病態を脳血管障害 と認知症で比較 したので報

告する。

【被験者 および方法】2013年8月 か ら2015年7

月の2年 間に介護老人保健施設で嚥下内視鏡検査

(VE)を 実施 した83名(平 均年齢84.6歳)の うち,

脳血管障害患者25名,認 知症患者25名,両 方の

併発患者19名 の3群 を抽 出 した。調査項 目は口

腔内状況,普 段の食形態,VE実 施理由,VE所 見,

およびVE後 の対応 とした。

【結 果】3群 とも70%以 上は義歯 または自分

の歯で食事 をしてお り,約50%は 舌 と口蓋で食

塊形成可能な嚥下支援食 を摂取 していた。

VE実 施理由は食事中のむせ ・つ まりが最 も多

く,脳 血管障害群 と認知症群 ではそれぞれ52%,

併発群で は42%で あり,3群 間に有意差 は見 ら

れ なかった。VE所 見は咽頭部残留 が最 も多 く,

脳血管障害群では28%,認 知症群では44%,併 発

群58%で あ り,3群 間に有意差 は見 られ なかっ

た。VE後 の対応 は脳血管障害では間接訓練が最

も多く92%で あったが,併 発群では訓練の指示

理解不可能な者が最 も多く58%で あった。

【考 察】実際の食事場面ではむせが多いのに対

し,VE所 見では咽頭部残留が多か った理由は,

VE実 施時には咽頭部残留 を確認 した時点で誤嚥

の回避方法 を検討 したのに対 し,実 際の食事では

咽頭部残留後にも食事 を続けることで嚥下後誤嚥

していることが考えられた。

【結 語】脳血管障害や認知症がある要介護高齢

者では咽頭部残留か らの嚥下後誤嚥が多いという

類似性が考 えられた。
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